
















は Domingo Alcorta Galdós で，Azpeitia（Guipúzcoa）出身，異端審問所の
秘書として，Gran Canaria に渡る。そこが，作家の出生地である。また，
この作品は Don Quijote の地，Castilla 平原で繰り広げられるため，北の優
れた音感を持つ Vasco の人々とそれを囲む緑豊かな山々，広大な Castilla
の平原，Galdós の出生地，即ち，アフリカの北西に浮かんだ 7 つのカナ
リア諸島の一つ，岩山と美しい海岸の Gran Canaria を知る必要がある。
Galdós 自身オルガニストであり，繪も描いた。これは，彼の持つ特性，
物事をしっかりと見て，また音を聞き，それを，文学作品に表す気持ちの
土台となっている。場所として，Vascongada, Castilla そして，Gran Canaria
ガルドス（Galdós）の「ナサリン」（Nazarín）と「アルマ」（Halma）― 　 ―16
島を背景に考える必要がある。
　Galdós は 1830 年代頃始まる中産階級の台頭に注目する。1870 年頃には
中産階級が確立し，上流階級との間に歪みが出る。そのような社会にうご




　この二作では，Nazarín が Don Quijote と San Ignacio de Loyola に似てい
ることが，明白だ。聖 Ignacio de Loyola は騎士道を愛し，Galdós のこの
二作と同じように神秘主義との関係も見られる。彼は，Quijote と言われ
ていたし，Dulcinea は教会であったか聖母マリアであったかと言われる。
Don Quijote, 聖イグナチオ，Nazarín の三人とも理想の騎士を考えていた
ということで迫害をうける。
Nazarín:



























入っていく。Nazarín を一文無しにした Andara と同じ村の Beatriz が彼に
付いていきたいと願う。当時，ペストの流行があり，多くの救済の手が必
要であった。三人はこうして，Castilla の村々で人助けの旅を続け，途中，






























　もう 1 人の Don Quijote に似た人物がいる。Inigo de Loyola である。彼





人のかわりに聖母に仕える。1526 年から，約 1年半，やはり Castilla の地，
Alcalá de Henares で勉学に励み，Salamanca, Barcelona を経由，パリで，同































　そこに，Nazarín のうわさを聞いた Halma は，会いたいと願う。兄
と Halma の指導司祭 Don Manuel Flórez は Halma の願いを聞き入れて
ガルドス（Galdós）の「ナサリン」（Nazarín）と「アルマ」（Halma）― 　 ―20















備えた人間はいない。」（……）「ということは Halma は Don Manuel に，
Nazarín は聖人であり，狂人だということかと問う。」「そのとおり」11）






　一方，従兄弟の José Antonio は，Halma の母のような優しさと厳しさ，
















神にだけすれば良い。Halma の二人目の指導司祭 Don Domingo Díaz de 
la Robla は，Halma と José Antonio の結婚をしきることを約束し，次ぎ
の任地は Alcalá の Santa Maria の監事だと聞いて有頂天になる。そして，
Nazarín の正当性をはっきりと Madrid で説明し，新婚の二人も Castilla の
地で働くことになる。Don Quijote のようにすべてが，Castilla の地で自分
達の力を試し，活動する。
　Galdós の 1879―88 年の小説は当時の社会を映し，個人とその社会の
噛み合いを理解しょうとしていた。一連の宗教色のある作品として，ま
ず，Angel Guerra が上げられるが，題が示すごとく，「天使と戦い」であ
る。それは，Alejandro Miquis の姿，Galdós 自身にも重なるものがある。




から“Misericordia”の Benigna に続く。一方，現実も交えた Lere, Angel 






















Quijote であり，聖母が Dulcinea である。Nazarín と Halma はスペインの
典型的な Don Quijote の姿で，其の裏に，San Ignacio de Loyola の精神と，



















Nazarín の姿に，Don Manuel Flórez が悩むのは当然で，このような点か
ら，反聖職者主義といわれる所以かもしれない。一方，Nazarín も Halma
も Castilla の平原にでて，理想を実現しようとする姿は，Don Quijote のよ
うであり，一度の座礁を乗り越え，仕切り直しをしてから，自分達の理想
の実現に向かう。その基にあるのは，スペイン古来の神秘主義の精神であ
り，Don Quijote のように挫折しても，Castilla の平原に戻り，そこを拠点
として理想を実現しようとしている。
注
1 ）cf. “Novelas y Miscelanea” p. 564
2 ）Idem. p. 566
3 ）cf. Idem. p. 576
4 ）Idem. p. 576
5 ）Idem. p. 542
6 ）cf. “Ensayos sobre Galdós” p. 235 ― 236
7 ）cf. “pérez galdós y su novelística” p. 240
8 ）“Novelas y Miscelanea” p. 540
9 ）“pérez galdós y su novelística” p. 25





14）cf. Idem. p. 535
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